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市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
31
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分

・
行
政
職
（
上
級
）

・
技
術
職
【
土
木
】
（
上
級
）

※

試
験
区
分
の
併
願
は
不
可

受
験
資
格
　
平
成
元
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
（
学
歴
区
分
な
し
）

受
付
期
間

　
６
月
１
日
㈮
〜
27
日
㈬

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日
・
会
場
　
７
月
22

日
㈰
・
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

採
用
人
数

・
行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級

　
お
よ
び
職
務
経
験
者
の
う
ち
か

　
ら
15
人
程
度

・
技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

　
級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者

　
の
う
ち
か
ら
若
干
名
　

受
験
申
込
書
の
請
求
　
受
付
期
間

内
に
総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
受
験
案
内
な
ど
の
申
込
関

係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
４
０
円
切
手
と
宛
先
お
よ

び
試
験
区
分
を
明
記
し
た
も
の
を

同
封
の
上
、
下
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
総
務
課

の
み
で
す
。

※

な
お
、
行
政
職
、
技
術
職
【
土

木
】
の
中
級
・
初
級
、
職
務
経
験

者
の
採
用
試
験
は
、
９
月
16
日
㈰

に
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

本
紙
７
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
の
付
加
価
値
化
と
農
林
漁
家
の

所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
加

工
・
販
売
施
設
の
整
備
や
備
品
の

整
備
に
伴
う
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
者

①
農
林
漁
家
を
中
心
と
す
る
団
体

　
ま
た
は
法
人

②
農
林
漁
家
（
個
人
）

※

各
種
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で

す
。

※

定
数
に
達
す
る
と
締
め
切
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
用
に
対

す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
住
宅

・
市
内
に
あ
る
昭
和
56
年
５
月
31

　
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

　
宅

・
過
去
に
こ
の
事
業
に
基
づ
く
補

　
助
金
の
交
付
を
受
け
て
耐
震
診

　
断
を
実
施
し
て
い
な
い
も
の

補
助
金
の
額

・
耐
震
診
断…

12
万
円
（
耐
震
診

　
断
費
用
13
万
円
の
う
ち
申
込
者

　
負
担
額
１
万
円
）

・
耐
震
改
修…

耐
震
改
修
費
用
の

　
23
％
（
上
限
30
万
円
）

申
込
期
限

・
耐
震
診
断…

10
月
31
日
㈬

・
耐
震
改
修…

12
月
28
日
㈮

※

こ
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事

前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

補
助
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

3

2

1

☎
24―

６
３
３
４

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

☎
24―

６
２
１
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
総
務
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

担
い
手
支
援
班

　鳥海診療所看護師を次のとおり募集します。
詳しくは受験案内をご覧ください。
試験区分・採用人数　看護師・２人程度
受験資格　看護師および保健師免許のある方
受付期間　６月１日㈮～６月29日㈮
　※郵送の場合は当日消印有効
試験日・会場　７月９日㈪・本荘由利広域行
　政センター（市役所隣）
受験申込書の請求　受付期間内に総務課で配
　布します。郵便で請求する場合は「職員採
　用試験申込書請求」と朱書きし、１４０円
　切手と宛先および試験区分を明記したもの
　を同封の上、下記までお送りください。
採用予定日　９月１日㈯
申し込み・問い合わせ先
　総務部総務課
　☎２４－６２１７
　〒015-8501　由利本荘市尾崎１７番地

市職員（看護師）を募集します

補助金の内容
区分

団体・法人
個人

団体・法人
個人

団体・法人
個人

１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内
１／２以内
１／３以内

150万円

60万円

60万円

加工施設
整備

販売施設
整備

備品整備

事業項目 補助率 限度額

　本市の移住の取り組みは、「由利本荘まるごと営業
本部仕事づくり課」が主体となって本年度で４年目
となります。
　同課は、移住の相談窓口としてさまざまな課題に
ワンストップで対応しています。
　特に「“仕事”で移住をサポート！」をキーワードに、
県内他市町村に先駆け移住に特化した「無料職業紹
介所」をスタートさせ、移住希望者個々のニーズと
地元企業の求める人材を把握しながら、１組１組丁
寧に相談を行い、雇用のマッチングに努めてきまし
た。
　また、首都圏などでの移住希望者共有型イベント
「移住まるごとミーティング」や「個別相談会」の
開催、移住と地域課題を結びつけた「移住＋継業」
など、本市独自の取り組みを行ってきた結果、この
３年で本市へ移住された方は「５９組１１６人」と
なり、３年目で１００人を突破しました。こうした
本市の取り組みは県内外から高い評価をいただいて
います。

【本市への年度別移住者の推移】
　平成２７年度１５組　２９人
　平成２８年度１９組　３６人
　平成２９年度２５組　５１人
　　合　　計　５９組１１６人

　

○若い家族が移住
　本市への移住者は３０代が多く、次いで２０代、
１０代未満と続きます。単身世帯と家族世帯とでは、
約半々の割合となっています。これまで移住された
５９組の世帯主の平均年齢は３７歳で、若い家族世
帯の移住が多いのが特徴です。若いご家族の移住の
理由で多いのが「子育て環境の良さ」です。山、川、
海に恵まれた本市の自然環境の良さに加え、学力全
国トップクラスの本県の教育環境の良さが挙げられ
ています。

（１）年代別移住者数と構成割合
　＊１０代未満 ２２人 （２０％）
　＊１０代     6 人 （   ５％）
　＊２０代 ２２人 （２０％）
　＊３０代 ３２人 （２９％）
　＊４０代 １９人 （１６％）
　＊５０代     7 人 （   ６％）
　＊６０代     5 人 （   ４％）
　＊７０代以上     3 人 （   ３％）

（２）世帯構成と構成割合
　＊単身世帯　　　３０組（５１％）
　＊２人世帯　　　１１組（１９％）
　＊３人世帯　　　    ９組（１５％）
　＊４人以上世帯　    ９組（１５％）

○「賃貸戸建て」物件の不足
　若いご家族に限らず、移住を希望される方は、伸
び伸び暮らしたいとの思いから「賃貸戸建て」物件
を多く希望されますが、紹介可能な物件が不足気味
なのが課題です。仕事づくり課では、賃貸可能な空
き家情報の収集に努めています。

○一緒に呼び込もう！
　移住は、市民の皆さんをはじめ、企業や団体など、
地域が一丸となって取り組む必要があります。本年
度は移住者を「一緒に呼び込もう！」を合い言葉に、
今後も、移住希望者個々の課題に丁寧に対応するこ
とはもちろん、自然、食、文化、人など本市の地域
資源を大いにＰＲし、１組でも多くの移住の実現に
つなげていきます。

問い合わせ

仕事づくり課
☎２４－６２４７

移住者数 突破！100累計　　　　人を

【年齢階層別移住者数】
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す

◇
ジ
オ
パ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
　食
の
魅
力
発
信

　
地
域
な
ら
で
は
の
食
の
魅
力
と

ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

け
る
認
定
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

商
品
が
認
定
さ
れ
る
と
、
認
定
商

品
を
紹
介
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ネ

ル
が
贈
呈
さ
れ
る
ほ
か
、
当
ジ
オ

パ
ー
ク
の
広
報
媒
体
で
積
極
的
に

紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈮
〜
７
月

20
日
㈮
（
必
着
）

応
募
資
格
　
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ

パ
ー
ク
エ
リ
ア
内
（
由
利
本
荘
市
、

に
か
ほ
市
、
遊
佐
町
、
酒
田
市
）

に
本
社
、
営
業
所
ま
た
は
工
場
が

あ
る
企
業
、
団
体
、
ま
た
は
個
人

事
業
主

応
募
部
門
　
１
事
業
者
に
つ
き
１

部
門
１
点

①
飲
食
店
部
門…

店
舗
内
で
飲
食

　
で
き
る
も
の

②
加
工
食
品
部
門…

持
ち
帰
り
が

　
で
き
る
加
工
食
品

応
募
条
件
　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
の

商
品

①
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生
産
さ
れ

　
た
商
品
や
１
次
産
品
を
主
な
原

　
料
と
し
た
店
舗
内
で
飲
食
で
き

　
る
も
の
、
も
し
く
は
加
工
食
品

②
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
と
な

　
る
地
形
・
地
質
な
ど
を
模
し
て

　
お
り
、
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生

　
産
さ
れ
た
産
品
を
１
品
以
上
使

　
っ
た
店
舗
内
で
飲
食
で
き
る
も

　
の
、
も
し
く
は
加
工
食
品

※

商
品
の
新
規
・
既
存
は
問
い
ま

せ
ん
。

募
集
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
　
６
月
13
日
㈬
　
15
時
・
19

時
（
２
回
実
施
し
ま
す
）

場
所
　
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
会

議
室
２

※

参
加
に
は
前
日
の
正
午
ま
で
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加
者

が
い
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　
「
燃
え
る
ご
み
」
の
量
を
減
ら

す
た
め
、
古
着
の
回
収
を
実
施
し

ま
す
。
回
収
し
た
古
着
は
再
利
用

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
秋
頃
に
も
２
回
目
の
回

収
を
行
う
予
定
で
す
。

回
収
品
目
　
衣
類
、
下
着
、
帽
子
、

手
袋
・
靴
下
（
左
右
そ
ろ
っ
て
い

る
も
の
）

※

衣
類
以
外
に
も
回
収
可
能
な
品

目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
収
で
の
注
意
点

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋

　
に
入
れ
て
口
を
つ
な
い
で
持
っ

　
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
再
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
洗
濯
済

　
み
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
破
れ
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
ぬ

　
れ
て
い
る
も
の
は
回
収
で
き
ま

　
せ
ん
。

◇
「
走
り
出
せ
、
性
別
の

　
　ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今
」

（※

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画

　
　
週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　
６
月
は
県
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」
、
23
日
か
ら
29
日
は

国
が
提
唱
す
る
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
で
す
。

　
全
て
の
人
が
多
様
な
生
き
方
を

選
択
で
き
る
社
会
、
豊
か
で
活
力

あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

性
別
・
年
齢
・
国
籍
な
ど
に
関
わ

り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ

　い
て

　
市
で
は
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
し
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
新
た
な
取

り
組
み
内
容
や
数
値
目
標
も
盛
り

込
ん
だ
５
カ
年
の
「
第
３
次
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
８
月
に
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進

法
）
」
が
成
立
し
、
３
０
１
人
以

上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
も
「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
管
理
的
地
位
に

あ
る
職
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

15
％
以
上
、
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
取
得
率
10
％
以
上
な
ど
の
数
値

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
市
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
室

　に
つ
い
て

　
市
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
に
無
料
で
利
用
で
き
る
会
議

室
を
、
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

（
上
大
野
16
番
地
）
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
会
議
な
ど
で
長
時
間

利
用
す
る
に
は
利
用
団
体
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
男
女
イ
キ
イ
キ
職
場
宣
言
事
業

　所
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
職
場
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
所
と
協
定
を
結

び
、
取
り
組
み
内
容
の
Ｐ
Ｒ
や
情

報
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
従
業
員
数
に
関
わ
り
な
く
宣
言

で
き
る
ほ
か
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
事
業
所
は
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
市
内
宣
言
事
業
所
一
覧
（
２
月

　28
日
時
点
）
】

▽
㈱
大
沼
組
▽
長
田
建
設
㈱
▽
㈱

小
田
興
業
▽
㈱
北
陽
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
▽
菊
地
建
設
㈱
▽
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
あ
き
た

病
院
▽
小
林
工
業
㈱
▽
廣
瀬
産
業

㈱
▽
山
科
建
設
㈱
▽
山
勇
建
設
工

業
㈱
▽
由
利
本
荘
市
商
工
会

６
月
は
秋
田
県

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
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古
着
の
再
利
用
回
収
を

実
施
し
ま
す

　
今
年
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当

を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

の
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
現
況
届
の
用
紙
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
現
況
届
か
ら
電
子
申

請
が
可
能
で
す
が
、
利
用
す
る
た

め
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
な
ど

の
準
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
電

子
申
請
で
は
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
添
付
書
類
も
あ
り
、
電
子

申
請
と
は
別
に
受
付
窓
口
に
提
出

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
　
５
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方

受
付
期
間
　
６
月
１
日
㈮
〜
29
日

㈮
（
土
日
を
除
く
）

提
出
先
　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
８
時
半
〜
17
時
15
分
）

※

６
月
22
日
㈮
〜
29
日
㈮
は
、
子

育
て
支
援
課
に
限
り
、
19
時
ま
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
（
土
日

を
除
く
）

「
児
童
手
当
現
況
届
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

56

☎
24̶

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

☎
24―

６
２
２
６

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

　　　　場　　所
鳥海総合支所車庫
矢島総合支所前
本庁舎前
西目総合支所前
岩城総合支所車庫
大内総合支所車庫
東由利除雪機械・バス車庫前
善隣館前

９時～11時
９時～11時
９時～15時
13時～15時
９時～11時
９時～11時
９時～11時
９時～11時

６月10日㈰

６月17日㈰

７月１日㈰

７月８日㈰

地域
鳥海
矢島
本荘
西目
岩城
大内
東由利
由利

古着回収の日程
日　　　時

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　  水と命の循環」

【第42回】
海岸の断崖に生きる
秋田県立大学非常勤講師
鳥海山生物研究グループ　マンサク会

加藤　竜悦 さん

　にかほ市の大須郷から三崎公園にかけての海岸に
は、高さ約40㍍の断崖が見られます。険しい断崖の
岩棚は、ウミウやハヤブサ、アオサギがねぐらや営
巣地に利用しています。また、波で作られた海食洞
は、クロサギやキクガシラコウモリが利用しています。
　ウミウは、日中は象潟海岸などで潜水して餌の小
魚を捕らえます。夕方になると、象潟海岸から南へ
約７㌔の大須郷海岸へ飛行移動し、岩棚に止まり夜
を過ごします。
　ハヤブサは、断崖の岩棚に営巣し、ヒナを育てます。

親鳥は、見張りに使う岩やクロマツの枝から飛び立ち、
餌となるヒヨドリやムクドリ、ハトなどを捕らえると、
特定の岩の上で、鳥の羽をくちばしでむしってから
巣に運び、ヒナに与えます。食べきれなかった餌は、
岩の隙間に少しの間蓄えます。海岸には、溶岩末端
部からの湧水が点在しますが、ハヤブサが、時々、
湧水で水浴びをします。
　鳥海山から流れ出た溶岩で形成された海岸の断崖
では、生き物たちが岩棚や海食洞、湧水を巧みに利
用し、命をつないでいます。

ハヤブサ 海から望む断崖

！
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◆「市長の行動」報告（4月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

支出額支出日 支　　出　　内　　容

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

◆市長交際費の報告
（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

件　　　数
 合　計

支出額
2　件

○代：代理出席

40,000

副市長交際費執行状況
支出額支　　出　　内　　容

 4月13日 本荘さくらまつり山開き懇親会会費 3,000
 19日 由利地域振興推進会議懇親会会費 5,000
  合　計   8,000

支出日

   由利本荘市人事異動辞令交付式
   本荘由利広域市町村圏組合人事異動辞令交付式
  4月2日㈪ 市防犯指導隊副隊長委嘱状交付式
   新年度職員訓辞
   五役・部長・支所長会議
  3日㈫ 現場視察（由利本荘アリーナ）

  6日㈮
 鶴舞小学校 入学式

   本荘東中学校 入学式
  7日㈯ 西目小学校 入学式
  9日㈪ 矢島小学校 入学式

  12日㈭
 由利工業高校野球部 第90回記念選抜高等学校野球大会

   結果報告会

  13日㈮
 市老人クラブ連合会総会

   本荘さくらまつり山開き・懇親会
  16日㈪ 五役会議

  17日㈫
 市チャレンジデー実行委員会

   五役・部長・支所長会議
  19日㈭ 由利地域振興推進会議・懇親会

  20日㈮
 秋田由利牛振興協議会総会

   大内地域行政協力員会議・懇親会
  23日㈪ 五役会議
  25日㈬ 春の園遊会（東京都）
   市婦人団体連絡協議会総会
  27日㈮ 市防災会議
   由利農業共済組合総代会
  28日㈯ メーデー本荘地区集会

 4月12日 西目桜・菜の花まつり観桜会会費（○代 副市長） 4,000
 13日 本荘さくらまつり山開き懇親会会費 3,000

 16日 市防犯指導員連絡会総会懇親会会費
  （○代 市民生活部長） 2,000

 18日
 市老人クラブ連合会東由利地区老人クラブ総会

  懇親会へ寸志（○代 東由利総合支所長） 
3,672

 19日 由利地域振興推進会議懇親会会費 5,000
  市職員労働組合定期大会交流会へ寸志
  （○代 農林水産部長） 3,482

 20日 大内地域行政協力員会議懇親会会費 2,000
  道の駅「象潟」ねむの丘開業20周年祝賀会会費
  （○代 副市長） 5,000

  市防犯協会総会懇親会会費（○代 市民生活部長） 2,000
 24日 石脇福祉会小友保育園園舎移転工事竣工式
  祝賀会会費（○代 副市長） 5,000

 25日 市交通指導員連絡会総会懇親会会費（○代 市民生活部長） 2,000

 27日
 西目地域町内会長・団体長の歓送迎会・観桜

  会会費（○代 副市長） 5,000

 28日
 第89回メーデー本荘地区集会協賛金 50,000

  上田真田まつり参加時お土産 2,806
  合　計   94,960

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

ふ
る
さ
と
で
引
退
報
告

元
世
界
王
者
五
十
嵐
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ゆ
り
か
ご
の
会
」

　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使

で
、
世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
評
議
会

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）フ
ラ
イ
級
元
王
者
・

五
十
嵐
俊
幸
さ
ん
の
引
退
報
告

会
（
後
援
会
主
催
）
が
４
月
22

日
、
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
五
十
嵐
さ
ん
は
、

母
校
・
西
目
高
ボ
ク
シ
ン
グ
部

の
選
手
と
軽
く
打
ち
合
う
「
マ

ス
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
披
露
し
た

後
「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
期

間
に
で
き
る
限
り
や
っ
て
き
た

結
果
で
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り
頑

張
っ
て
こ
れ
ま
し
た
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
ゴ
ン
グ
を
10
回
鳴
ら

す
テ
ン
カ
ウ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

出
席
者
が
世
界
を
舞
台
に
活
躍

し
た
五
十
嵐
さ
ん
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
お
い
て
特
色
あ
る
優
れ
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
本
荘
地
域
の
「
ゆ
り
か

ご
の
会
」
が
文
部
科
学
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
平
成
５
年
の
設
立
以

来
、
地
元
の
乳
幼
児
や
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
に
向
け
て
継
続

し
て
読
み
聞
か
せ
活
動
を
実
践

す
る
な
ど
、
地
域
の
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
佐
藤
留
美
子
さ
ん

（
68
歳
・
大
鍬
町
）
は
「
結
成

当
初
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
活

動
を
続
け
な
が
ら
、
新
し
い
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
幅
を
広
げ

た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

佐々田教育長に報告に訪れた阿部さん（左）と
佐藤さん（中央）

「マスボクシング」を披露する五十嵐さん

感謝の言葉を述べる五十嵐さん

５
人
、
１
団
体
を
表
彰

市
芸
術
文
化
協
会
連
合
会
表
彰
式

左から初瀬さん、小川さん、畠山会長、佐々木さん、
阿部さん、眞坂愛子さん（代理）

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

黄
桜
ま
つ
り

（円）

　
旧
本
荘
、
亀
田
、
矢
島
の
各

藩
の
三
方
の
境
界
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
も

い
わ
れ
る
、
石
沢
地
区
三
ツ
方

森
町
内
（
猪
股
保
会
長
）
で
４

月
29
日
、
恒
例
の
山
焼
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
焼
き
は
、
山

の
枯
れ
草
を
焼
く
こ
と
で
新
芽

の
成
長
を
促
す
と
と
も
に
害
虫

を
駆
除
す
る
、
約
３
０
０
年
前

か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
す
。

　
地
元
住
民
と
「
三
ツ
方
森
の

山
焼
き
を
残
す
会
」
の
会
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
30
人
は
、

立
ち
込
め
る
白
煙
に
目
を
細
め

な
が
ら
も
、
じ
ょ
う
ろ
な
ど
で

水
を
か
け
て
火
勢
や
進
路
を
調

整
。
山
の
斜
面
が
き
れ
い
に
焼

き
払
わ
れ
る
と
、
一
帯
は
黒
い

灰
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
を
活
用

災
害
時
に
お
け
る
消
防
用
水
な
ど
の
確
保
に
向
け
て

　
市
と
本
荘
由
利
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
（
村
岡
兼

幸
代
表
理
事
）
な
ら
び
に
矢
島

生
コ
ン
㈱
（
山
科
優
代
表
取
締

役
）
が
５
月
９
日
、
市
役
所
で

「
災
害
時
に
お
け
る
消
防
用
水

等
の
確
保
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
災
害
発
生
時
、

消
防
用
水
の
ほ
か
、
飲
料
水
を

除
く
生
活
用
水
な
ど
の
供
給
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
を

活
用
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

左から山科代表取締役、長谷部市長、
村岡代表理事

　
黄
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
デ

ー
が
５
月
13
日
、
八
塩
い
こ
い

の
森
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
黄
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン

に
は
、
14
種
目
に
２
９
０
人
が

参
加
。
小
学
生
男
女
３
年
生
以

下
の
部
で
優
勝
し
た
佐
藤
夢
さ

ん
（
８
歳
・
御
門
）
は
「
毎
朝

兄
弟
と
一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
調
子
が
と
て
も
よ
く
、

練
習
の
成
果
が
出
せ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
来
年
も
参
加
し
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
他
に
も
野
点
茶
会
、

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
、
黄
桜

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
黄
桜
と
八
重
桜
で

色
づ
い
た
会
場
は
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

３
０
０
年
の
伝
統
を
今
に
つ
な
ぐ

三
ツ
方
森
で
山
焼
き

　
本
市
の
芸
術
文
化
の
高
揚
と

奨
励
を
図
ろ
う
と
、
市
芸
術
文

化
協
会
連
合
会
の
第
12
回
表
彰

式
が
５
月
16
日
、
ホ
テ
ル
ア
イ

リ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
初
瀬
武
美
さ
ん

（
78
歳
・
秋
田
市
）、
小
川
玲
子

さ
ん
（
雅
号
・
清
玲
、
72
歳
・

薬
師
堂
）、
児
水
会
（
畠
山
紘

一
会
長
）、
佐
々
木
武
さ
ん
（
雅

号
・
竹
之
、
83
歳
・
大
町
）、

阿
部
チ
ヨ
子
さ
ん
（
77
歳
・
西

目
町
出
戸
）、
眞
坂
善
榮
さ
ん

（
故
人
・
鳥
海
町
猿
倉
）
の
５

人
、
１
団
体
が
芸
術
文
化
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
々
木

さ
ん
は
「
私
た
ち
の
受
賞
が
芸

文
協
全
体
の
潤
い
と
活
力
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

多くの人でにぎわう「グルメ横丁」

」
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春
の
叙
勲
・
褒
章

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労

藍
綬
褒
章

消
防
功
績

瑞
宝
双
光
章

消
防
功
労

瑞
宝
小
綬
章

教
育
功
労

佐々木俊一さん
（66歳・石脇）

　佐々木さんは昭和45年に旧本荘市
の消防士に採用され、本荘消防署大
内分署長、消防本部救急課主幹兼課
長などを歴任。平成24年まで42年
間にわたり、消防組織の発展向上に
尽力されました。特に救急分野では、
中心的な立場となって、後進の育成
や円滑な業務の推進に貢献されまし
た。

　小番さんは40年ほど前から地域の
火災予防活動に携わり、その後次第
に活動の幅を広げ、平成26年からは
秋田県婦人防火クラブ連絡協議会会
長を務められています。現在も定期
的に町内を回って注意を呼び掛ける
など、広く防火思想の普及に尽力さ
れています。

「思いがけない受章ですが、市長をはじめ
消防本部の皆さんのお力添えがあってのも
の。良い先輩、上司、同僚、部下に恵まれ、
また家族の支えもあり、感謝を申し上げま
す」と話す佐々木さん。

小番けい子さん
（72歳・矢島町元町）

「このたびの受章は身に余る光栄。このよ
うな章を受けたからには活動を絶やすわけ
にはいかないと身が引き締まる思いです。
これからもできることを地道に続けていき
たいです」と話す小番さん。

　岡田さんは昭和45年に旧西目町消
防団の団員となり、その後副分団長
や分団長を歴任されました。新市発
足後は副支団長や支団長を務められ、
平成27年３月まで45年余りにわた
り、地域防災活動や団員の育成指導
に尽力されました。

岡田　香さん
（70歳・西目町西目）

「私一人の力ではなく、消防団の先輩や同僚、
地域の皆さんのご協力のおかげで受章でき
たものと深く感謝しております」と話す岡
田さん。

　髙野さんは昭和41年に旧大内町消
防団の団員となり、その後分団長や
副団長を歴任されました。新市発足
後は副支団長を務められ、平成21年
３月まで42年余りにわたり、火災予
防の啓発や地域防災活動や団員の育
成指導に尽力されました。

髙野　陽一さん
（70歳・中田代）

「このたびの受章は、まことに光栄に感じ
ております。地域の皆さん、先輩や同僚、
家族の支えがあってのものと深く感謝申し
上げます」と話す髙野さん。

　髙野さんは昭和45年に教員に採
用され、秋田県教育庁特別支援教育
課課長や新屋高等学校校長などを歴
任されました。またこれまで本荘東
中学校や大内小学校などの校歌を作
曲されており、本市の教育の振興に
も貢献されています。

髙野　豊昭さん
（70歳・石脇）

「多くの方のご支援、ご協力のもといただ
いた章と思っています。これからも健康に
留意して、自分のできることをさまざまな
形で貢献していきたいです」と話す髙野さ
ん。

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

こ
の
ほ
ど「
春
の
叙
勲
」「
春
の
褒
章
」「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」が

発
表
さ
れ
、本
市
で
は
５
人
の
方
々
が
受
章
し
ま
し
た
。

〈
第
30
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
〉

〈
春
の
褒
章
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

〈
春
の
叙
勲
〉

栄えある受章、誠におめでとうございます
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印
有
効
）

写
真
様
式
　
プ
リ
ン
ト
の
み
１
人
３

　
枚
ま
で
、
２
Ｌ
〜
６
切
・
Ａ
４
に

　
限
る
（
作
品
の
返
却
は
な
し
）

応
募
方
法
　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

　
号
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参

※

事
前
に
被
写
体
の
方
の
了
承
を
得

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
主
催
者
が
不

適
切
と
判
断
し
た
も
の
は
展
示
し
か

ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　県
由
利
地
域

　
振
興
局
福
祉
環
境
部
企
画
福
祉
課

　
☎
22
ー
４
１
２
０

　
６
０
ー
１
２
１
６

「
心
豊
か
に
生
き
き
る
」
写
真
展
の

写
真
を
募
集
し
ま
す

　
高
齢
者
の
元
気
な
暮
ら
し
ぶ
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
常
の
暮
ら
し
、
命

の
尊
さ
や
家
族
の
愛
に
あ
ふ
れ
た
も

の
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
物
が
中
心
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
由
利
本

荘
市
の
市
民
ま
つ
り
、
に
か
ほ
市
の

健
康
ま
つ
り
で
展
示
を
行
い
ま
す
。

対
象

　由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
民

募
集
期
限
　
９
月
30
日
㈰
（
当
日
消

　
を
通
し
て
県
に
応
募
　
②
あ
き
た

　
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
研
修
受
講

（
市
内
公
共
施
設
で
２
時
間
程
度
）

　
③
県
か
ら
「
身
分
証
」
交
付
　
④

　
活
動
開
始
（
名
前
と
市
町
村
名
は

　
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
地
域
振
興
課
　
☎
24
ー
６
２
３
１

　※

専
用
の
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
向
け
講
習
会

受
講
者
募
集

　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、

父
お
よ
び
寡
婦
が
対
象
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

期
間
　
①
夜
間
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
基
礎
コ
ー
ス
」：
７
月
10
日
〜
24

　
日
の
火
・
水
曜
日
（
全
５
回
）

　
②
夜
間
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用

　
コ
ー
ス
」：
７
月
31
日
〜
９
月
18

　
日
の
火
・
水
曜
日
（
全
15
回
）

時
間
　
18
時
半
〜
20
時
半

会
場
　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

定
員
　
各
コ
ー
ス
５
人
程
度

受
講
料
　
①
千
円
程
度
　

　
　
　
　
②
２
千
円
程
度

申
込
期
限
　
①
６
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
②
７
月
18
日
㈬

※

託
児
が
必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

調
理
師
試
験
対
応
講
習
会

期
間

　７
月
23
日
㈪
・
25
日
㈬
、
30

　
日
㈪
、
９
月
３
日
㈪
　

時
間
　
９
時
〜
17
時

会
場
　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

内
容
　
衛
生
関
係
法
規
ほ
か
、
全
７

　
科
目

定
員
　
10
人
程
度

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

　
約
３
５
０
０
円
は
実
費
）

申
込
期
限
　
７
月
11
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て

　
支
援
課
　
☎
24
ー
６
３
１
９

※

い
ず
れ
も
申
し
込
み
に
は
顔
写
真

　
１
枚
（
縦
４
㌢×

横
３
㌢
）
が
必

　
要
で
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

○
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

（
上
期
）
準
備
講
習…

７
月
４
日
㈬

　
〜
６
日
㈮
の
３
日
間
　※

９
時
〜

　
17
時
、
定
員
20
人

○
ワ
ー
ド
応
用
講
習
（w

ord2013

）

　
　
　
　…

７
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮

○
は
じ
め
て
の
簿
記
②

　
　
　
　…

７
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

○
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
用
い
た
建
築
　

　
パ
ー
ス
講
習

　
　
　
　…

７
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

会
場
　
大
曲
技
術
専
門
校

時
間
　
９
時
〜
16
時

対
象
　
現
在
お
勤
め
し
て
い
る
方

定
員
　
各
10
人

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　大
曲
技

　
術
専
門
校
　
民
間
訓
練
支
援
室

　
☎
０
１
８
７
ー
６
２
ー
６
３
２
１

第
５
回
ふ
る
さ
と
秋
田
文
学
賞

作
品
募
集
中

　
秋
田
県
を
舞
台
に
し
た
、
ま
た
は

県
内
の
自
然
・
人
物
・
文
化
・
風
土
・

物
産
な
ど
を
題
材
と
し
た
小
説
・
随

筆
・
紀
行
文
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
小
説
の
部
：
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
用
紙
50
枚
以
内

○
随
筆
・
紀
行
文
の
部
：
４
０
０
字

　
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
以
内

応
募
期
限
　
７
月
31
日
㈫
（
当
日
消

　
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
　
県
総
合
政
策
課
　
県

　
民
読
書
推
進
班
　
☎
０
１
８
ー
８

空
き
公
共
施
設
の
利
活
用
者
を

募
集
し
ま
す

　
当
該
施
設
を
利
用
し
、
旅
館
業
法

の
営
業
許
可
（
県
知
事
の
許
可
）
を

受
け
て
宿
泊
施
設
と
し
て
の
事
業
を

行
う
法
人
、
個
人
ま
た
は
任
意
団
体

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

　旧
矢
島
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊

　
セ
ン
タ
ー
「
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー
」

貸
付
期
間
　
平
成
30
年
９
月
１
日
以

　
降
（
予
定
）
か
ら
５
年
以
内
（
更

　
新
可
）

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

※

利
活
用
者
の
決
定
は
、
書
類
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
を
基
に

行
い
ま
す
。

書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
　
矢
島

　
総
合
支
所
産
業
課
　
☎
55
ー
４
９

　
５
３
（
〒
０
１
５
ー
０
４
０
２
　

　
矢
島
町
矢
島
町
21
番
地
２
）

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
県
に
登

録
し
、
各
地
域
で
結
婚
支
援
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
結
婚
を

望
む
独
身
の
方
々
の
た
め
に
、
で
き

る
範
囲
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容

　あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
紹
介
や
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

　
の
情
報
提
供
、
出
会
い
や
結
婚
に

　
関
す
る
お
世
話
や
ア
ド
バ
イ
ス
、

　
サ
ポ
ー
タ
ー
交
流
会
で
の
情
報
交

　
換
な
ど

活
動
ま
で
の
流
れ
　
①
地
域
振
興
課

月４施設の催事案内
㋕カダーレ  ㋐アクアパル  　総合体育館  ㋛シーガル総

１ 金

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

大須賀勉作品展（～3日）　10時～18時（3日17時まで）　㋕
アトリエ華やぎ  透明水彩画教室展（～3日）　10時～17時（1日正午から）　㋕
水道週間記念講演会　13時半～　㋐

2 土

6
BRONZE道心コンサート「心ゆさぶる風になれ」　17時開場、18時開演　入場料あり　㋕　　
由利本荘・にかほ市の風力発電を考える会「学習会」　14時～　㋐
第52回全県選抜中学校バレーボール本荘大会　8時～19時　○総

3 日

14 木

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

18 月
19 火

23 土

24 日

25
26
27
28
29
30

月
火
水
木
金
土

20
21
22

水
木
金

㋐　休館日

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～15時半　㋕
子吉川花いっぱい活動（花植え）　8時～9時　㋐
第19回全国小学生ABCバドミントン大会秋田予選会　8時～17時　○総

総

由利耕心大学　10時～15時　㋛

本荘由利地区夏季剣道強化練習会　8時～17時　○

㋐　○　休館日

㋕　休館日

地域支援講座～人と人のつながりを考える～　13時半～15時半　㋕
和響豊 其之二「柳家三三・春風亭一之輔 二人会」
　　　　　　　　　　　18時開場、18時半開演　入場料あり　㋕　

15 金 キヤノンフォトクラブ本荘写真展（～17日）　9時～16時半（15日正午から）　㋕
おとなの社会科　14時～15時　㋕

㋐　休館日

㋐　○　休館日

㋕　休館日

第30回本荘地区保育園こどもフェスティバル　9時～正午　㋕

平成30年度労働保険年度更新・算定基礎届事務説明会
　　　　　　　　　　   　12時45分～受け付け、13時半開会　㋕

16 土

17 日

JPX起業体験プログラム 事業計画プレゼン＆会社設立　9時～16時　㋕
古典講座「『源氏物語』五十四帖を垣間見る 巻七～九」　13時半～15時　㋕
由利本荘市新舞踊協会 第5回新舞踊発表会 11時開場、正午開演   入場料あり　㋕   
らんママのお菓子作り教室　13時～15時　参加料あり　㋕　
大内年代別混合バレーボール大会　8時～15時　○総

カダーレダンスフェスティバル2018 ワークショップ
　　　　　  ①13時～②14時半～③16時15分～　参加料あり　㋕　　
本荘由利中学校総体バレーボール大会（～24日）　8時～18時　○
本荘由利中学校総体柔道大会　8時～14時　○総

総

総

カダーレダンスフェスティバル2018 ストリートダンスコンテスト
　　　　　　　　　　　13時開場、13時半開演　入場料あり　㋕
アクアパルカヌー教室　13時～15時半　参加料あり　㋐　

７ 1日　清楽茶道会秋田支部茶会　㋕
1～ 4日　第28回青洋会書展（併催子ども書展）　㋕
1～ 8日　鳥海ダムに沈む「百宅地区」の写真展　㋐
1日　第23回子吉川フェア　㋐
1日　第69回県民体育大会銃剣道競技会　○
2日　DRUM TAO「RHYTHM OF TRIBE」　㋕

総

中央図書館  12日（火）、26日（火）、29日（金）
岩城図書館  ４日(月)、11日(月)、18日(月)、25日(月)
由利図書館  なし
出羽伝承館  ４日(月)、11日(月)、18日(月)、25日(月)

〇休館日

【本荘】本荘第一病院１階　６月29日（金）　10時半～13時半
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　６月８日（金）
【鳥海】笹子出張所※
※鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設

〇６月の各館行事カレンダー
出演：つくしんぼ
出演：岩城図書館職員
出演：おはなしたんぽぽの会
出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会
講師：鈴木タキさん
出演：にじ
出演：国境なき話し手
出演：民話サークル
出演：すずめの巣

絵本の読み聞かせほか
読み聞かせほか
絵本の読み聞かせほか
由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか
専門家によるビジネスの無料相談
絵本の読み聞かせほか
源氏物語と栄華－巻七～九－
大人向けの絵本の読み聞かせ
外国語による絵本の読み聞かせ  ほか
由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか
絵本の読み聞かせほか
岩城地域からの作品や布絵本を中心に展示

おはなしでてこい
おはなし会
おはなし劇場（お話室）
民話紙芝居
秋田県よろず支援拠点サテライト由利本荘（郷土資料室）
えほんでこんにちは（お話室）
古典講座（研修室1･2）
大人のための絵本タイム
ヨミキカセ・ワールドワイド（お話室）
民話紙芝居
おはなしのへや
手づくり絵本展巡回展

由利
岩児
中央
由利
中央
中央
中央
中央
中央
由利
出羽
岩城

３日㈰
７日㈭

９日㈯
 
14日㈭

16日㈯
 
21日㈭

23日㈯

16日～30日 

10時半～11時半
10時半～11時半
10時半～11時半
10時半～11時半
10時～15時半
10時半～11時半
13時半～15時
18時半～19時
10時半～11時半
10時半～11時半
10時半～11時

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、(岩児)＝岩城児童センター、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

　悪徳商法の被害にあわないために、代表的な
手口とその対処法についてお話します。参加無
料。     
日時　６月15日（金） 　14時～15時
会場　カダーレ２階　研修室２
講師　市民課市民相談室職員
定員　20人（要申し込み）
申し込み・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

平成30年度　おとなの社会科2時間目
「悪質商法に巻き込まれないために」

今月の移動図書館

総



Yurihonjo city public Relations. 201817 平成30年６月１日号　広報ゆりほんじょう 16





矢島福祉会館

ウェーブ岩城
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実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
４日（月） 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成28年３月生まれ 本荘保健センター

５日（火）由利・東由利・矢島・鳥海 平成26年10月・11月・12月生まれ 善隣館

７日（木） 岩城・大内 平成26年10月・11月・12月生まれ 岩城保健センター

12日（火） 全地域

３歳児健診

平成25年５月生まれ 市民交流学習センター

14日（木） 本荘・西目

５歳児健康相談

平成26年12月生まれ 12:30 ～ 13:30 本荘保健センター

19日（火） 全地域 10カ月児健診 平成29年８月生まれ 12:30 ～ 13:30 本荘保健センター

全地域 ４カ月児健診 平成30年２月生まれ 12:30 ～ 13:30 本荘保健センター

26日（火） 本荘・西目 １歳６カ月児健診 平成28年11月生まれ 12:30 ～ 13:30 本荘保健センター

21日（木）

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください

○７カ月児健診は、個別健診となります

○事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください

○当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

月 乳幼児健診６

12:30 ～ 13:30

13:00 ～ 13:15

13:00 ～ 13:15

12:45 ～ 13:00

３歳児健診

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康
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よ 

り

◇
問
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合
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せ
先
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課
（
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保
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内
☎
22
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４
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　　大切な人を守るため！エイズ検査を受けませんか？
　　　―６月１日～７日はエイズ検査普及週間です―

由利本荘保健所ではエイズ相談・検査（ＨＩＶ迅速検査）を行っています。
実施日　毎月第１火曜日　17時半～19時
　　　　毎月第３火曜日　10時～12時
申し込み　由利本荘保健所　健康・予防課　☎２２―４１２２
※匿名、無料で受けられます
※電話予約が必要です（前日17時まで受け付け）
※希望により性感染症抗体検査（クラミジア、梅毒）も受けられます。

★普及週間に併せて６月５日（火）16時～19時検査実施します（要予約）。

６月の予定当番医師

【持ち物】保険証、お薬手帳
　　本荘由利広域休日応急診療 
　　所（☎24-3917）、平日は健
　　康管理課

内科・小児科
休日応急診療所
診療時間：10時～16時
受付時間：10時～11時半
　　　　　13時～15時半

※当番医師は変更になる場合があります

問

３日(日)　 嵯峨　泰治
10日(日)　 佐藤　省子
17日(日)　 川上　宏一
24日(日)　 木村　元

＜敬称略＞

　「調査からみえてきた由利本荘市の今」
　　　～みんなで考えよう心の健康～

昨年度実施した「由利本荘市生活と健康づくりに関する調査」の調査
結果について、次の日程で説明会を開催します。一緒に由利本荘市の
今について話し合いましょう。

内容　調査結果の説明と話し合い
　　　講師　佐々木　久長　先生（秋田大学大学院　准教授）
申し込み　健康管理課まで

６月11日（月）

６月20日（水）

会場時間日程

13:30 ～ 15:30

６月27日（水）

15:00 ～ 16:00

13:30 ～ 15:30

西目シーガル

13:30 ～ 15:30

９:30 ～ 11:30

本荘保健センター

大内農村環境改善センター
紫水館

13:30 ～ 15:30

善隣館

地域

西目

本荘
鳥海
大内
岩城

矢島
由利

東由利

６月15日（金）

６月25日（月）

７月20日（金）
７月23日（月）

７月25日（水） 14:00 ～ 16:00 東由利総合支所

13:30 ～ 15:30

■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽にお越しくだ
さい。
開催日　６月19日（火）
内容　健康相談・血圧測定（９
時半～10時）、無理なくできる
元気アップ体操（10時～11時）
会場　ぱいんすぱ新山　大広間
※参加の際は飲み物とタオルをお
持ちください。

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話でき
ます。家族や仕事のこと、子育
てや学校生活のことなど、お困
りのことを気軽にご相談くださ
い。
開催日　６月29日（金）
時間　10時15分～11時、11時
15分～12時、13時半～14時15
分
※１人45分予約制で、１日３人
までとします。
会場　本荘保健センター
申し込み　６月22日（金）まで健
康管理課へ

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを経験した方やその家族、
関心のある方のためのサロンで
す。
開催日　６月12日（火）
内容　放射線技師による放射線治
療についての学習会（11時～11時
半）、茶話会（13時半～15時）
会 場　由利組合総合病院がん相談
支援センター（１階新患受付向かい）
問　がん相談支援センター
　　☎２７－１２００（代表）

■マタニティ教室
　妊婦やその家族の方向けの教
室です。
開催日　６月16日（土）
時間　受付９時～ 9時20分(11
時半頃終了予定)
内容　講義と実習「赤ちゃんの
お風呂について」
講師　由利組合総合病院助産師
会場　本荘保健センター
申し込み　６月15日（金）まで健
康管理課へ
※参加の際は、母子健康手帳と筆
記用具をお持ちください。

▶▶催し

乳がん検診、子宮がん・婦人科超音波検診（個別医療機関方式）について

　市内の医療機関で受けることができます。体調に合わせて
受診することができますのでぜひお申し込みください。

期間　７月から12月まで
対象　20歳～ 39歳、40歳以上偶数年齢の女性
※乳がん検診は40歳以上偶数年齢の女性のみ対象とします。
申し込み　６月末まで健康管理課へ
※検査方法、料金は市の集団検診と同じです。
※申し込みいただいた方には後日受診券を送付します。

子宮がん検診
婦人科超音波検診

実施医療機関

乳がん検診

佐藤病院
本荘第一病院
佐々木産婦人科医院
しぶやこまちクリニック

佐藤病院
本荘第一病院

検診名

６月 献血日程 ～ご協力ください～
※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

７日（木）

22日（金）

実施場所受付時間日

24日（日）

磐田電工㈱秋田工場９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 16:00
10:30 ～ 11:30
13:30 ～ 16:00
９:45 ～ 11:30
13:00 ～ 14:00
15:00 ～ 16:00

由利地域振興局

東由利総合支所
大東精機㈱

大内保健センター

はーとぽーと大内ぽぽろっこ

満100歳
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

二部　長兵衛さん
（大正７年５月14日生まれ・岩城内道川）

～これからもお元気でお過ごしください～

姉﨑　ツキヱさん
（大正７年５月20日生まれ・矢島町矢島町）

　市では市民の健康寿命の延伸に向けた取り
組みを進めています。全市民を対象とするも
のを紹介しますので、お住まいの地域以外の
事業にも気軽にご参加ください。

【鳥海地域】
健康づくり学級（第１回）
開催日　６月22日（金）
時間　13時半～15時（受け付け13時から）
会場　紫水館
内容　軽体操、体組成計測定、筋力測定など
申し込み　鳥海総合支所市民サービス課
　　　　　☎５７－３５０３
※参加の際は、動きやすい服装で飲み物をお
持ちください。

のばそう健康寿命！

３歳児健診



〈４月28日～5月15日受け付け分〉

〈４月28日～5月15日受け付け分〉

柴田　陽稀ちゃん（顕次さん）畑谷

渡邊　愛季ちゃん（真人さん）石脇

佐々木　嶺ちゃん（崇正さん）大鍬町

渡辺　紗月ちゃん（拓人さん）薬師堂

佐々木望月ちゃん（雄史さん）八幡下

小松　海翔ちゃん（ 久 さん）石脇

相澤　咲希ちゃん（和恵さん）東梵天

梶原美月紀ちゃん（公彰さん）東梵天

小林　　誉ちゃん（大輔さん）石脇

菊地　　咲ちゃん（智行さん）石脇

村上　聡佑ちゃん（崇敬さん）久保田

小野　詩織ちゃん（雄太さん）東由利蔵

佐々木力斗ちゃん（隼人さん）岩谷町

佐藤　　蓮ちゃん（  凌さん  ）鳥海町下直根

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

坂田　忠敏さん

齊藤ミサオさん

大日向　昭さん

髙橋　テルさん

齋藤　　子さん

佐々木寅夫さん

山崎　惠美子さん

吉田　文夫さん

　野　信子さん

伊藤　タマさん

村岡　良二さん

（薬師堂・84歳）

（浜三川・96歳）

（薬師堂・84歳）

（矢島町元町・89歳）

（矢島町田中・80歳）

（岩城勝手・83歳）

（岩城亀田・70歳）

（岩城勝手・56歳）

（岩城道川・80歳）

（前郷・86歳）

（曲沢・79歳）

髙橋　光雄さん

木村　健さん

須田　定子さん

佐藤　孝子さん

志村　チエさん

小松　文雄さん

佐々木サカヱさん

佐々木幸男さん

金子　發美さん

眞坂　カネさん

村上　　秀さん

佐藤　敏子さん

（西目町沼田・88歳）

（西目町海士剝・87歳）

（西目町沼田・91歳）

（東由利老方・92歳）

（東由利老方・96歳）

（東由利舘合・68歳）

（滝・94歳）

（新沢・65歳）

（鳥海町小川・92歳）

（鳥海町猿倉・82歳）

（鳥海町猿倉・91歳）

（鳥海町栗沢・77歳）

斎藤サタヱさん

齊藤　コウさん

佐藤　一夫さん

佐々木たかさん

佐々木慶子さん

猪股　コトさん

豊島きち子さん

松浦きくめさん

（石脇・79歳）

（西梵天・90歳）

（館・76歳）

（石脇・95歳）

（美倉町・69歳）

（給人町・92歳）

（玉ノ池・59歳）

（給人町・91歳）

仁部　フミさん

奥山　　盛さん

齋藤　チヨさん

中村　清二さん

福田　シゲさん

佐々木一衛さん

志村　　剛さん

菅原　昭三さん

（芦川・89歳）

（花畑町・93歳）

（鶴沼・88歳）

（石脇・88歳）

（石脇・87歳）

（松ヶ崎・84歳）

（和泉町・81歳）

（一番堰・89歳）

岡田　順治さん（旧西目町功労者、西目町西目）

４月29日永眠されました。昭和50年に西目町議会議員に就
任し、以来20年間にわたり議員を務め、地方自治の発展に
貢献されました。平成７年西目町自治功労。83歳。
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こんな症状でお悩みの方はご相談ください。

からだの痛み・悩み自宅で解消  

介護支援専門員　堀 内　真理子
由利本荘市川口字愛宕町 104-3
定休日　土・日・祝（相談に応じます）

！
　　麻痺　　　　パーキンソン病
　　首、肩、腰、背中などに痛みがある
　　脳梗塞や脳出血の後遺症がある
　　筋力が衰えて歩きづらい

ご自宅まで

出張施術
します！

すこやか治療院 ☎0184-74-3350
あん摩マッサージ指圧師

「認知症カフェ（オレンジカフェ）」を
ご利用ください

講話「認知症
ってどんな病
気？」

開催日時 内　容

６月８日（金）
13時～ 16時 100円

名称（会場・住所）
ほんじょうゴー！
ゴー！カフェ（南
内越公民館・川口
字愛宕町192）

２３－５６６０
松本さん
※送迎相談可

参加料 電話番号

森のほっとカフェ
 （あきた森の保健
室・中田代字板井
沢114-７

６月14日（木）
14時～ 16時

無料
（材料費
    実費）

080－5741
－8620
小野さん

情報交換　他

認知症予防拠点カ
フェあまさぎ（か
やぶき荘・岩城冨
田字根本10-22）

６月14日（木）
10時～ 14時 300円

６２－５００１
渡辺さん
※送迎相談可

オレンジ喫茶（コ
ミュニティケア大
内・岩谷町字西野
209）

６月15日（金）
14時～ 16時 500円

６２－０８０５
小笠原さん
※送迎相談可

７４－３０１３
木内さん

講話と実技
「コグニサイ
   ズ」他

ミニ郷土料理
教室

お茶会

展望カフェ「わかば」
（サービス付き高齢
者向け住宅わかば・
石脇字田尻野８-３

６月16日（土）
13時半～
          16時半

無料
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「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広

報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
課
　 

「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ

り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

◆
今
年
の
桜
は
ど
の
樹
木
も
満

開
で
見
ど
こ
ろ
天
下
一
品
で
し

た
。
本
荘
公
園
に
は
孫
を
連
れ

て
３
回
も
行
き
ま
し
た
が
、
散

る
の
も
早
く
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
公
園
の
下
は
ピ
ン
ク
の

じ
ゅ
う
た
ん
と
な
り
、
申
し
訳

な
い
と
思
い
つ
つ
も
そ
っ
と
歩

い
て
み
ま
し
た
。
ふ
ん
わ
り
と

し
た
と
て
も
良
い
気
分
で
し

た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

（
荘
司
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
回
笑
売
繁
盛
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
あ
た
た

か
い
食
堂
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

（
髙
橋
さ
ん
・
70
代
・
西
目
地
域
）

◆｢

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
オ
ー
プ
ン
を
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ー

ル
な
ど
子
ど
も
も
大
人
も
安
心

し
て
遊
べ
る
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。

（
太
田
さ
ん
・
70
代
・
鳥
海
地
域
）

◆
あ
っ
と
い
う
間
に
桜
の
花
も

散
り
、
山
菜
が
ど
っ
と
採
れ
て

ま
す
。
楽
し
い
こ
と
で
す
が
熊

の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
て
が
っ
か

り
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
先
日
、
友
人
が
ご
両
親
の
法

事
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
お
寺

で
の
仏
事
を
終
え
た
後
、
私
の

運
転
で
角
館
か
ら
来
た
友
人
と

３
人
、
塔
婆
を
持
っ
て
お
墓
に

向
か
い
ま
し
た
。
新
山
野
墓
園
、

緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で

感
動
し
ま
し
た
。
高
校
に
入
っ

て
席
が
前
後
と
い
う
こ
と
で
最

初
に
友
達
に
な
っ
た
３
人
で
し

た
。
遠
い
思
い
出
に
大
笑
い
し

楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

（
長
澤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
小
松
晴
希
さ
ん
文
部
科
学
大

臣
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
受
賞
を
知
っ

た
時
、
心
の
底
か
ら
「
素
晴
ら

し
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
世

界
共
通
語
は
英
語
と
言
わ
れ
て

ま
す
が
、
中
学
、
高
校
と
英
語

を
学
習
し
ま
し
た
が
、
話
せ
ま

せ
ん
し
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

小
松
さ
ん
の
ア
イ
マ
ス
ク
が
出

来
た
ら
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
小
松
さ
ん
も
言
っ

て
ま
し
た
が
、
ア
イ
マ
ス
ク
で

こ
の
地
球
が
宇
宙
一
幸
せ
な
星

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

（
茂
木
さ
ん
・
60
代
・
矢
島
地
域
）

◆
田
植
え
、
代
か
き
を
し
て
る

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
由
利
本

荘
市
も
広
い
な
ー
、
と
実
感
し

ま
す
。

（
菊
地
さ
ん
・
60
代
・
大
内
地
域
）

◆
笑
売
繁
盛
で
紹
介
し
た
「
食

楽
々
」
さ
ん
。
あ
る
日
気
付
く

と
営
業
し
て
い
て
「
ど
ん
な
お

店
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
原
さ
ん
・
20
代
・
本
荘
地
域
）

◆
森
子
の
お
祭
り
が
と
て
も
有

名
に
な
っ
て
い
る
の
は
う
れ
し

い
の
で
す
が･

･
･

。
お
み
こ
し
は

６
０
０
㌔
も
あ
る
の
に
担
ぎ
手

（
若
い
衆
）
が
少
な
く
て
悩
み

の
種
な
ん
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

背
負
い
の
手
伝
い
に
い
ら
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
60
代
・
由
利
地
域
）

◆
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
楽
し

み
で
す
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
30
代
・
由
利
地
域
）

ちょっとひといき ……

広  報
クイズ

クイズの答え　Q１→３　Q２→１

「もりもり食堂　食楽々」から「食後のコーヒーサービス券」
を10人にプレゼント！

５５

　認知症の人とその家族、地域住民、専門職の誰
もが気軽に集い、つながることができる場所。そ
れが「認知症カフェ（オレンジカフェ）」です。
　カフェには、認知症や介護に関する専門職がい
ます。特別な場所ではなく、お互いに交流し情報
交換することを目的とした憩いの場です。認知症
の方本人はもちろん、どなたでも参加できます。

応募総数は23通でした。ありがとうございます。

原　　裕樹さん（本荘地域）
長澤　祐子さん（本荘地域）
田中　昭子さん（本荘地域）
荘司ゆり子さん（本荘地域）
小野　貞之さん（矢島地域）

伊藤　　修さん（岩城地域）
佐々木　順さん（由利地域）
志村　民惠さん（東由利地域）
菊地　鋭治さん（大内地域）
太田ヨシ子さん（鳥海地域）

いさあ じ 　
　
　
く
つ
も
の
苦
労
を
乗
り
越
え
、

　
　
　
続
け
て
こ
ら
れ
た
そ
の
志
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。叙
勲
・
褒
章

を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
、あ
ら
た
め
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。   （
慶
）

　
　
　
っ
と
塩
で
ゆ
で
た
ア
ス
パ
ラ
や

　
　
　
ソ
ラ
マ
メ
が
お
い
し
い
時
季
。

子
ど
も
の
頃
苦
手
だ
っ
た
野
菜
が
大
人

に
な
っ
て
大
好
き
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、不
思
議
で
す
が
得
し
た
気
分
で
す
。

　　
　
　
ょ
う
ろ
で
水
を
か
け
て
火
勢
や

　
　
　
進
路
を
調
整
す
る
山
焼
き
。私

も
公
民
館
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、数
回

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
統
行

事
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
、懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　   （
蔵
）

　
　
　
お
空
の
下
、桑
ノ
木
台
湿
原
の

　
　
　
満
開
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
見
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、健
康
の

た
め
駐
車
場
か
ら
片
道
３
キ
ロ
を
歩
く

か
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
楽
す
る
か
迷
っ

て
ま
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　    

（
Ｔ
）

一斉にスタートを切るランナーたち（黄桜まつり
健康マラソンにて、記事 10 ㌻）


